
平
成
二
十
八
年
一
月
十
二
日
受
領

答

弁

第

一

〇

号

内
閣
衆
質
一
九
〇
第
一
〇
号

平
成
二
十
八
年
一
月
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
子
ど
も
の
道
徳
心
や
愛
国
心
に
成
績
を
つ
け
る
政
策
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を

送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
子
ど
も
の
道
徳
心
や
愛
国
心
に
成
績
を
つ
け
る
政
策
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

お
尋
ね
の
特
別
の
教
科
で
あ
る
道
徳
（
以
下
「
道
徳
科
」
と
い
う
。
）
の
導
入
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育
法
施
行
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
七
年
文
部
科
学
省
令
第
十
一
号
）
附
則
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
小
学
校
に
つ
い
て

は
平
成
三
十
年
四
月
一
日
、
中
学
校
に
つ
い
て
は
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
と
さ
れ
て
い
る
。
「
従
来
と
何
が
変
わ
る
の
か
」

と
い
う
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
道
徳
を
教
育
課
程
上
「
特
別
の
教
科
」
と
し
て
位
置
付
け
た
上
で
、
文
部
科
学
大
臣
の
検
定
を

経
た
教
科
用
図
書
を
導
入
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
い
じ
め
の
問
題
へ
の
対
応
の
充
実
や
発
達
の
段
階
を
よ
り
一
層
踏
ま
え

た
体
系
的
な
も
の
と
す
る
観
点
か
ら
の
内
容
の
改
善
、
問
題
解
決
的
な
学
習
を
取
り
入
れ
る
な
ど
の
指
導
方
法
の
工
夫
を
図
る

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
発
達
の
段
階
に
応
じ
、
答
え
が
一
つ
で
は
な
い
道
徳
的
な
課
題
を
一
人
一
人
の
児
童
生
徒
が
自
分
自
身
の

問
題
と
捉
え
、
向
き
合
う
「
考
え
る
道
徳
」
、
「
議
論
す
る
道
徳
」
へ
と
転
換
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

お
尋
ね
の
「
成
績
を
つ
け
る
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
道
徳
科
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
学

習
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
七
年
文
部
科
学
省
告
示
第
六
十
号
に
よ
る
改
正
後
の
小
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
二
十

年
文
部
科
学
省
告
示
第
二
十
七
号
。
以
下
「
新
小
学
校
学
習
指
導
要
領
」
と
い
う
。
）
及
び
平
成
二
十
七
年
文
部
科
学
省
告
示

第
六
十
一
号
に
よ
る
改
正
後
の
中
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
二
十
年
文
部
科
学
省
告
示
第
二
十
八
号
。
以
下
「
新
中
学
校
学

一



習
指
導
要
領
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
児
童
生
徒
の
「
学
習
状
況
や
道
徳
性
に
係
る
成
長
の
様
子
を
継
続
的
に
把
握
し
、
指

導
に
生
か
す
よ
う
努
め
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
し
、
数
値
な
ど
に
よ
る
評
価
は
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

道
徳
科
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
学
習
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
中
央
教
育
審
議
会
で
平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
一
日
に
取
り
ま
と

め
ら
れ
た
「
道
徳
教
育
に
係
る
教
育
課
程
の
改
善
等
に
つ
い
て
（
答
申
）
」
に
お
い
て
「
児
童
生
徒
が
自
ら
の
成
長
を
実
感
し
、

学
習
意
欲
を
高
め
、
道
徳
性
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
と
と
も
に
、
評
価
を
踏
ま
え
、
教
員
が
道
徳
教
育
に
関
す
る
目
標
や
計

画
、
指
導
方
法
の
改
善
・
充
実
に
取
り
組
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
文
部
科
学
省
と

し
て
は
、
「
道
徳
教
育
に
係
る
評
価
等
の
在
り
方
に
関
す
る
専
門
家
会
議
」（
以
下
「
専
門
家
会
議
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、

数
値
に
よ
る
評
価
で
は
な
く
記
述
式
の
評
価
と
す
る
こ
と
、
他
の
児
童
生
徒
と
の
比
較
に
よ
る
相
対
評
価
で
は
な
く
児
童
生
徒

が
い
か
に
成
長
し
た
か
を
積
極
的
に
受
け
止
め
励
ま
す
評
価
と
す
る
こ
と
、
「
善
悪
の
判
断
、
自
律
、
自
由
と
責
任
」
と
い
っ

た
個
々
の
内
容
項
目
ご
と
で
は
な
く
大
ぐ
く
り
な
ま
と
ま
り
を
踏
ま
え
た
評
価
と
す
る
こ
と
等
の
点
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

お
尋
ね
の
「
中
学
・
高
校
受
験
の
内
申
書
に
使
用
さ
れ
る
可
能
性
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

そ
も
そ
も
入
学
者
選
抜
の
方
法
等
は
都
道
府
県
教
育
委
員
会
等
入
学
者
選
抜
の
実
施
者
が
決
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
な

二



お
、
専
門
家
会
議
に
お
い
て
は
、
入
学
者
選
抜
と
の
関
係
を
も
踏
ま
え
て
、
先
に
述
べ
た
評
価
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

お
尋
ね
の
「
「
道
徳
」
に
は
、
「
国
を
愛
す
る
態
度
」
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
愛
国
心
教
育
も
含
ま
れ
る
の
か
」
の
趣
旨
が
必

ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
教
育
基
本
法
（
平
成
十
八
年
法
律
第
百
二
十
号
）
及
び
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第

二
十
六
号
）
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
新
小
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
は
「
我
が
国
や
郷
土
の
伝
統
と
文
化
を
大
切
に
し
、
先

人
の
努
力
を
知
り
、
国
や
郷
土
を
愛
す
る
心
を
も
つ
こ
と
」
等
、
新
中
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
は
「
優
れ
た
伝
統
の
継

承
と
新
し
い
文
化
の
創
造
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
国
を
愛
し
、
国
家
及
び
社
会
の
形
成
者

と
し
て
、
そ
の
発
展
に
努
め
る
こ
と
」
等
を
道
徳
科
の
指
導
内
容
と
し
て
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
行
の
小
学
校
学

習
指
導
要
領
及
び
中
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
も
、
同
様
の
趣
旨
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。
こ
こ
に
い
う
「
国
」
に
つ
い
て

は
、
新
小
学
校
学
習
指
導
要
領
及
び
新
中
学
校
学
習
指
導
要
領
の
道
徳
科
の
解
説
に
お
い
て
、
政
府
や
内
閣
な
ど
の
統
治
機
構

を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
て
き
た
国
民
、
国
土
、
伝
統
、
文
化
な
ど
か
ら
な
る
歴
史
的
・
文
化
的
な

共
同
体
と
し
て
の
国
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
旨
記
述
し
て
い
る
。

道
徳
科
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
学
習
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
先
に
述
べ
た
と
お
り
数
値
な
ど
に
よ
る
評
価
は
行
わ
な
い
こ
と

三



と
し
て
お
り
、
ま
た
、
右
に
述
べ
た
学
習
指
導
要
領
の
解
説
も
踏
ま
え
れ
ば
、
「
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
、
い
わ
ゆ
る
愛

国
心
や
道
徳
心
に
成
績
を
つ
け
る
と
な
れ
ば
、
そ
れ
は
適
切
な
の
か
、
政
府
批
判
を
自
粛
す
る
空
気
が
生
ま
れ
な
い
か
」
と
の

御
懸
念
は
当
た
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

四


